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Special issue-2

身近な先生の作品で
読書の秋を知的に楽しむ
あなたのそばに著者がいます

輝く目白の星

人間味に惹かれて目指した看護師
名前を呼ばれて思う「この仕事で良かった」
独立行政法人国立病院機構 東京病院勤務
看護学部看護学科 平成22年3月卒業
大村 佳代さん

Special issue-1

学生が自分たちの手で作り上げる
各キャンパスの特色を活かした学園祭
10月末の開催に向けて準備が進む

厳しい就職戦線に挑む大学3年生へ─
「熱血就職塾」で就活力を向上させよう！

学園インフォメーション
表紙：新宿キャンパスで飼育されている動物たち
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学生が自分たちの手で作り上げる
各キャンパスの特色を活かした学園祭
来る10月、目白大学では新宿・岩槻両キャンパスでそれぞれ「第42回 桐和祭」「第17
回 桐榮祭」が行われます。キャンパス全体を挙げての学園祭は、予算管理から準備、当
日の運営まで全てを学生が担っています。目白大学の秋の一大イベントを支える、学生
たちの地道な努力の歴史と今に迫ってみました。

桐和祭の始まりは、目白学園女子短期大学時代にまで
遡ります。第1回は昭和44年で、この時は短大祭という
名称でした。正式に「桐和祭」と名付けられたのは翌年
の第2回から。今でこそ恒例となった特設ステージも当初
は断続的でしたが、第一線で活躍する著名人をゲストに
迎えるスタイルは、30年以上前から続いてきました。
一方、岩槻キャンパスで行われる桐榮祭の第1回は平成
6年。4年制大学としての目白大学が誕生した、その年の
12月に開催されました。その後、設置学部が人文学部か
ら医療系学部へと移行するのに伴い、プログラムにも学
部の特色を反映した変化が生まれています。

今年は特設ステージでのミュージシャンによるライブなど、アー
ティスト色を強調した新たな企画に挑戦。目玉企画のお化け屋
敷は、教室を3つも使った大掛かりな仕掛けになる予定です。
他にも、新宿キャンパス近隣の子どもたちの作品を集めた絵画
展や、恒例の御神輿などの楽しい企画も目白押しです。他では味
わえない、とびっきりの経験をお約束しますので、皆さんもぜひ
訪れてみて下さい。

今年の桐榮祭は、医療系キャンパスとしての特色をよりいっそう
強く押し出します。介助犬についての講演や、先生方とも協力し
て「アフリカのスラムにおける精神疾患患者の現状」に関する講
演も計画中です。医療の専門職を目指している方、すでに就いて
いる方、興味を持っている方など、全ての方に興味深い内容とな
るはずです。さらに、一般参加団体による模擬店なども多数出
展。多くの皆様のご来場をお待ちしています。

10月末の開催に向けて準備が進む

第42回 桐和祭 第17回 桐榮祭
10/23（土）・24（日）
テーマ●飛桐！！

10/30（土）・31（日）
テーマ●愛縁奇縁

新宿
キャンパス

岩槻
キャンパス
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運営を担うのは
学生有志による実行委員会
　今年度の各学園祭の運営を担う実行
委員会に所属する学生は、新宿キャンパ
スが1年生から4年生までの36人。岩
槻キャンパスが1年生・2年生合わせて
20人程度。両委員会に組織上の大きな
違いはありませんが、桐榮祭の委員会に
は3・4年生が所属していません。保健医
療学部・看護学部とも、実習授業が忙し
く通年での活動が難しいからです。
　実行委員会の活動は、委員長をリー
ダーとした執行部を中心に、開催半年前
の5月頃から本格的に始まります。特設
ステージの運営から一般参加団体の模
擬店の管理まで、その準備の内容は多
岐にわたります。参加学生側に遵守して
もらうべき規約を作成したり、コンロな
ど屋台で使う物品のリース契約に関して
も企業との交渉は自分たちで行います。
さらに、近隣の商店・企業からも学生自
身が実際に足を運び、協賛金をいただ

いて当日配布のパンフレットに広告を掲
載するといった営業活動も欠かせませ
ん。予算編成に関しても、実行委員が主
体となっています。
　「学園祭の運営費は大学からの援助
金と企業からの協賛金です。金銭の責
任ある管理は運営上、絶対不可欠。両方
を合わせると相当な額になるのですが、
必要経費の詳細を含め、翌年の5月に
収支報告をまとめています」（両キャン
パス・会計担当）

それぞれのテーマをベースに
特徴的な企画を立案
　桐和祭・桐榮祭では毎年、開催にあた
りそれぞれにテーマを掲げています。桐和
祭の今年のスローガンは「飛

 とびっきり

桐！！」。
そこには、実行委員の想いが詰まって
います。
　「これまでにない学園祭にしたいと

思い、飛翔や飛躍という意味を込めた
『飛』という文字と、桐和祭の『桐』とを
かけて作った言葉です。参加する学生
も訪れてくださった方も、思いっきり楽
しんで、とびっきりの経験をして欲しい
んです」（新宿キャンパス実行委員）
　学園祭では例年、一般参加団体によ
る展示・模擬店の他に、実行委員を主
体としたさまざまな企画が催されます。
桐和祭では毎年、新宿キャンパスがあ
る中落合に住んでいた漫画家・赤塚不
二夫先生の作品を紹介していますが、
代表作『天才バカボン』や『もーれつア
太郎』を中心に、DVD上映やフォトモ
ザイクの制作など来場者に楽しんでも
らえる参加型企画を立案したことも。こ
うした特別企画も、全
て歴代の実行委員た
ちが自ら企画し、実

現してきました。
　そして、「飛桐！！」をテーマに据えた
今年は大掛かりな「お化け屋敷」が目玉
です。特設ステージはお笑い芸人による
漫才やコントなど毎年恒例の演目に加
え、ミュージシャンによるライブも開催し、
アーティスト色を濃く打ち出したステー
ジが計画されています。さらに、子ども
学科と協力した「こどもたちのかいがて
ん」も開催されます。
　一方、桐榮祭の今年のテーマは「愛
縁奇縁」。こちらも実行委員による造語
だそうで、「人の縁の不思議さを表した

『合縁奇縁』の『合』を『愛』に変えて、親
愛の意味合いを強くしました。『今、自
分の周りにいる人と出会えたことに感
謝しようよ』という想いを込めていま
す」（岩槻キャンパス実行委員）
　今年の目玉企画は、盲導犬や聴導犬
など、介助犬に関する講演会です。介助
犬の養成に携わっている方をお招きし
て、介助が必要な方の生活を疑似体験
できる場を作ったり、介助犬の申請方
法を学んだり、誰もが参加できるセミ
ナーを開きます。
　「岩槻キャンパスが医療系大学への
移行を完了して、今年で2年目。だから
こそ、『医療』という特長を強く出した
かったんです。昨年から医療に特化し
た企画を模索してはいたのですが、よ
うやく形にすることができました」（岩
槻キャンパス実行委員）
　その他、岩槻キャンパスでも特設ス
テージを設営。今年もスペシャルゲスト
の登場を予定しています。そして、最終
日の夜には毎年恒例の打ち上げ花火
も。桐榮祭のラストを華やかに彩るこ
とでしょう。

大変だからこそ得られる
「やって良かった」という感動
　自分たちで全てを行うため、準備段

階での苦労は絶えません。会場の設営
やメインゲートなど装飾品の制作のた
め、合宿を実施することも。特に人数の
少ない岩槻キャンパスでは、桐榮祭直前
は連日の泊まり込み作業が続きます。
　「それでも、仲間と一緒に大きなことを
成し遂げるのはとても楽しいです。また、
桐和祭が縁となって、キャンパス近隣の
方から地域のお祭りや運動会に招いて
いただいています。実行委員として運営
に携わってきたからこそ得られる人と人
とのつながりであり、貴重な経験です」
（新宿キャンパス実行委員）
　「昨年もそうでしたが、全てのプログラ
ムを無事に終えて、最後に花火が上がっ
た瞬間の達成感は言葉では言い尽くせ
ません。本当に『やって良かった』と思う
んです」（岩槻キャンパス実行委員）
　歴代の先輩が積み重ねてきた伝統
と、実行委員の熱い想いに支えられて成
り立っている2つの学園祭。今年の開催
は、もう目前に迫っています。

昭和38年 目白学園女子短期大学
創設

昭和44年 第1回短大祭開催

昭和45年 短大祭を桐和祭に改称
して第2回を開催

平成6年 目白大学創設
第1回桐榮祭開催

平成14年
新宿キャンパスの共学
化に伴い、第34回桐和
祭を初めて男女共催

桐和祭・桐榮祭のあゆみ

新宿キャンパスを練り歩く恒例の御神輿

第1回桐榮祭のパンフレット

夏休み中に学内で行われた桐和祭実行委員会

桐榮祭実行委員会は岩槻キャンパス内で合宿

桐榮祭では医療系学部らしい催しも

ケーブルテレビの公開収録も名物です（桐和祭）
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メディアを通じた発信が
大学の社会的評価基準に
　毎年発行されている大学評価総合
誌の『大学ランキング』（朝日新聞出版）
には「教員のメディアへの発信度」とい
う項目があり、大学教員による一般書
籍の執筆数や新聞等への寄稿頻度を
大学や教員評価の基準の一つとしてい
ます。研究成果をメディアを通じて広く
社会へ発信することは、今や大学や研
究者の社会的な説明責任の一種とま
で捉えられています。
　ただ、主として専門家が読む学術研
究論文の執筆とは異なり、一般の読者
に向けて分かりやすい言葉で解説する
という作業には、研究活動とは別の難
しさが伴うもの。さらに、一般書籍とし
て刊行するには、市場で読者の厳しい
批評に耐え、広く読まれるだけの魅力
を持った“作品”でなければなりません。

心理学の著作で書棚を賑わす
目白大学一の多作家
　現在、目白大学に所属する約280名
の教員の中で書店の本棚を最も賑わ
せているのは、社会情報学科の渋谷昌
三教授でしょう。書籍の通販サイト最
大手の amazon.comで検索すると、単
著・共著合わせて多くの作品がヒット
します。心理学を男女の恋愛やビジネ
スなど幅広い場面で応用する作品群か

身近な先生の作品で
読書の秋を知的に楽しむ
書店や図書館の本棚、あるいは新聞の書評欄を眺めていたら、大学で見覚えのある先生の
著書に出会った、という経験を持つ人は少なくないでしょう。読書の秋といわれる季節を迎
え、多様な専門分野を持つ本学教員が自身の専門分野の研究成果と持ち前の文才や企画
力をフルに活かして生み出した、読者を魅了する教養書や実用書を探してみると─。

あなたのそばに著者がいます

ら一つを選ぶのは至難の業ですが、近
著の『面白いほどよくわかる！心理学
の本』（平
成 21 年、
西東社）で
は、「人づ
き合い」「組
織の中の
人間行動」
といった
テーマに
ついて「身
近に経験する事柄に引き寄せて」解説。
各項目が見開きごとに完結していて読み
やすくなっています。
　また、心理カウンセリング学科の小
野寺敦子教授との共著『手にとるよう
に心理学がわかる本』（平成18年、かん
き出版）も、やる気と行動の相関関係、
色彩や音楽と心の関係、さらには「血
液型と性格」「カップル」など多彩な項
目が並んでいて、版を重ねています。

大学時代に読んでおきたい
教養書のラインアップ
　英米語学科の鷲津名都江教授は、
マザーグースに関する書籍を多数執筆
しています。マザーグース（Mother 
Goose）とはイギリスの伝承童謡のこ
と。日本でも「キラキラ星」「メリーさん
の羊」などが知られています。『英国へ

の招待 マザー・グースをたずねて』（平
成8年、筑摩書房）を読むと、マザーグー
スがいかに英語文化圏に浸透している
かを理解できるとともに、自分が知って
いるあの歌も実はマザーグースの一つ
だった、と気づかされることがあるかも
しれません。
　日本文学の分野では、日本語学科の
岩下均教授がまとめた『虫曼荼羅─古
典に見る日本人の心象─』（平成16年、
春風社）が読
み応えあり。万
葉集や源氏物
語に登場する
虫の分析から
日本人の心象
を探るという内
容です。そもそ
も、虫の鳴き声に風情を感じるというの
は日本人独特の感性だそうで、秋の夜

長に最適の一冊では？
　この他、歌人として知られる中西洋
子教授（韓国語学科）の第4歌集『雲出
川』（平成19年、砂子屋書房）やオラン
ダ美術の専門家・小林賴子教授（メディ
ア表現学科）の『フェルメール─謎め
いた生涯と全作品』（平成20年、角川
文庫）などで、
言葉や絵画に
よる芸術の世
界に触れてみ
るのも一興で
す。いずれも、
知的吸収力が
旺盛な学生時
代にこそ、じっくり読み込む価値のある
教養書といえるでしょう。

教員のプロ意識を強く感じる
ノンフィクション作品群
　ノンフィクションが好きな方には、メ
ディア表現学科の三上義一准教授によ
る『オバマの携帯─不景気を笑い飛
ばす世界のB級ニュース』（平成21年、

ランダムハウ
ス講談社＊）が
オススメです。
『週刊現代』
で連載されて
いたコラムを
加筆･再編集
したもので、
ユーモアあふ
れる筆致に思
わず吹き出し
てしまうかも。

「日本のジャーナリズムに最も欠けてい
るものは、ユーモアのセンス」と断言する
元・ロイター通信記者らしい佳作です。
　地域社会学科の松本逸也教授が朝
日新聞写真部の現役記者時代に著し

た『シャムの日本
人写真師』（平成5
年、めこん）は、今
から100年以上前
の明治時代半ばに
シャム（現在のタ
イ）へ渡った日本
人写真師
の生涯を、
残された写
真を手がか
りに追うル
ポルタージュです。一枚の写真から、複
雑に絡み合う歴史の事実を丁寧に解き
明かしていくストーリー展開は、地道に
真実を追い求めるジャーナリストのあ
るべき姿を思い起こさせてくれます。
　変わりダネは『７人のパティシエ
─その発想の原点とケーキたち』
（平成14年、
PARCO 出
版）。著名パ
ティシエの1
人として登
場する製菓
学科の中川
二 郎 教 授
が、フランス
での修業時代に何に悩み、どんな勉強
をしていたのかなどを綴っています。単
なる洋菓子のレシピ本とは一線を画し
た異色の作りになっていて、「菓子職人
になるとはどういうことか」という中川
教授の強いプロ意識を感じ取ることが
できます。

音や映像と合わせて楽しむ
ＣＤやＤＶＤ付き本も
　子ども学科の本間玖美子教授が監
修した『ＤＶＤで楽しむみんなの手あ
そび』（平成20年、日本文芸社）は、小
さな子ども向けの手遊び歌を楽譜と歌
詞、それに動作を示したカラー写真と

DVD動画で紹介する実用書。本書で
歌って踊って実演しているのは、現在、
子ども学科4年に在籍している学生た
ちです。3年生以下の在学生たちは、
幼稚園や保育園での実習前に、先輩が
登場しているこの本で手遊び歌を練習
しているとのこと。

　CD 付きで読者の聴覚をも刺激する
言語聴覚学科・坂田英明教授の実用
書は、タイトルも『聴くだけで頭がよくな
る音のCDブック』（共著：平成20年、
ソフトバンククリエイティブ）と刺激的。
本書のCDの音は「脳幹の血流を促進
できるよう、私たちが一から研究し、詳
細に設計し、つくり上げた」とのことで、
この音を聴いて脳幹を刺激するトレーニ
ングを「二週間続けることで、脳が活性
化され、能力が高まる」のだそうです。全
ての目大生、必読（必聴？）！

マザーグースの原詩と豊富な写真の組合せが特徴。
右ページに写っているのは英国留学時の鷲津教授

（＊）現在は「武田ランダムハウスジャパン」に組織変更
写真で「おちゃらかホイ」を実演しているのは
子ども学科の現4年生たち
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学園インフォメーション

イ・ビョンホンさんとキム・テヒさんが
韓国語学科の特別講師として
来学しました！

　韓国のトップスターとして活躍中のイ・ビョンホン
さんとキム・テヒさんが新宿キャンパスを訪れ、本学
韓国語学科の授業「韓国現代文化」の特別講師を務
めました。
　「韓国現代文化」は、学科長の金敬鎬教授が担当
する韓国語学科の専門科目の一つ。今回は、現代の
韓国文化の背景にある社会事情などを学ぶ特別プ
ログラムとして、TBSの安住紳一郎アナウンサーと
共に、朝鮮半島の南北分断が背景になっている韓国

中学校・高校
2010.5.15　合同運動会
　目白大学の岩槻キャンパスにおいて中高
合同の運動会が開催された。抜けるような青
空の下、熱戦が繰り広げられ、練習の成果を
披露した。1日を
終え、日焼けして
満面の笑みを浮
かべる生徒たち
の顔には、充実感
や達成感があふ
れていた。

2010.6.4　 歌舞伎鑑賞教室
　高校3年生が国立劇場で歌舞伎「鳴神」
を鑑賞した。きらびやかな衣装、独特な音響
効果による各シーンの演出、俳優たちのセリ
フとストーリー展開の妙、そして全てにわたり
貫かれる様式美。説明を聞きながら日本の伝
統演劇・歌舞伎への理解を深めた。

2010.6.19　高校合唱発表会
　立ち見も出るほど大勢の観客が見守る中、
合唱発表会が開催され、全15クラスが次々
に美しい歌声を披露した。優勝クラスとなっ
た2年生の合唱「河口」は男声と女声が見事
に溶け合い息のそろったハーモニーで会場を
魅了した。3年生は女子高としての最後の
学年として意気込みが強く、合唱の美しさ、す
ばらしさを存分に披露し、3組の「風が」が銀
賞、1組の「あなたへ」が特別賞に選ばれた。

2010.6.29-7.8
中3 ACEカナダ修学旅行
　中学3年生がカナダ修学旅行に出かけた。
成田を発ち、空路バンクーバーへ。カナダで

学園
T O P I C S

ドラマ『ＩＲＩＳ－アイリス』（TBS系列で今年4～ 9
月に放映）の主演とヒロインを務めたお2人が特別
講師で登場！　事前に何も知らされていなかった韓
国語学科の学生たちからは、突然教室に現れた人
気韓流スターたちを見て、授業中にもかかわらず悲鳴
にも似た歓声が上がりました。
　授業では、最近の韓国の若者文化などについて韓
流スターとの率直な意見交換や質疑応答などが行
われるなど、韓国語や韓国文化を専攻する学生たち
にとっては大変有意義な時間になったようです。 授
業後は、チアリーディング部やラ
クロス部などで活動する学生た
ちと交流する場面も見られまし
た。
　なお、この来学時の模様は7
月2日（金）夜のTBS系列『ぴっ
たんこカン・カン』で全国に放送
され、大きな反響を呼びました。

はホームステイ
を行い、異文化
体験に驚きの
連続であった。
スクーリングや
ビクトリア観
光、さまざまな
アクティビティーも経験した。

2010.7.25　遺跡フェスタ2010
　目白研心遺跡フェスタが開催された。敷地
内にある旧石器・縄文・弥生・奈良時代の
遺跡の普及公開と、より地域に開かれた学
校を目指して始められた催しは今年で11回目
となる。縄文クッキー・勾玉・編布・ガラス玉・
火おこし・土器づくりと安孫子昭二氏による
目白学園遺跡の最新調査結果報告講演会
が行われ、大盛況の1日となった。

大学・短大・大学院
2010.5.15　教育後援「桐光会」が設立
　大学、短期大学部保護者が中心となる、
教育後援「桐光会」の第1回設立総会および
懇親会が開催された。設立総会には、大学、
短期大学部の各学科から推薦された保護者
18名と、名誉会長の佐藤弘毅学長はじめ学
内準備委員会等の教職員１１名が出席。会則
の制定、役員選出、常任委員選出と会務担
当、幹事選出等が粛 と々進められた。懇親会
では、各学部長、学科長も参加し、保護者の
方 と々情報交換や今後の予定等について活
発な意見の交換が行われた。

2010.5.27╱5.29
スポーツフェスティバル
　毎年恒例のスポーツフェスティバルが開

催された。27日に行われた岩槻キャンパス
では約800名の学生が参加し、男女混合ク
ラス別対抗で4種目の競技を盛り上げた。
29日の新宿キャンパスでは今年から「大縄」
が参加種目に登場。1,500名の学生が参加
し、プレーヤーも観戦する学生もそれぞれ手
に汗握る白熱した一日となった。

2010.5.23╱5.29-30
本学の学生が各種大会で健闘！ 

　5月23日、大阪の長居陸上競技場で開催
された第21回日本身体障害者陸上競技選
手権大会（日本選手権）に人間福祉学科4
年の堀越信司君が出場し、男子10,000ｍ走
（Ｔ12クラス）で見事に大会新記録をマーク
して優勝した。
　また5月29日・30日の2日間にわたり東
京都障害者総合スポーツセンターで開催さ
れた第１１回東京都障害者スポーツ大会で
は、人間福祉学科4年の篠原幸乃さんが出
場。水泳競技の50ｍ女子自由形で2位に
入賞、25ｍ女子自由形では優勝する活躍を
見せた。

2010.6.15　文化まつり開催
　岩槻キャンパスの学生会館で文化まつり
が開催された。文化系クラブ団体が主体と
なって開かれる毎年恒例のイベントで、音楽
部や吹奏楽部による演奏のほか、ボランティ
アサークルや労作研究会の展示発表、飲み
物やお菓子の販売、豪華賞品が当るビンゴ
大会なども
行われ、一
足早い夏祭
り気分を楽
しんだ。

写真は全て©TBSテレビ

　熱血就職塾の講師を務めるのは、元ＮＨＫアナウンサー
の森吉弘さん。アナウンサー時代から、「森ゼミ」と称する大
学生向けの就活指導を20年近く続けてきました。現在は、
若者のコミュニケーションスキルの向上や再チャレンジ学習
支援などに関する国の事業を各省庁から受託しつつ、全国
の大学等で自らキャリア教育の現場に立っています。
　この春学期に毎週1回、夜6時から1時間半の講義に“入
塾”したのは、新宿キャンパスの3年生約50名。「講義」といっ
ても先生による一方的な座講ではなく、学生同士のグループ
ワークやプレゼンテーションが重視されています。森さんも、
抜き打ちで受講生を次々に指名して発言を求めます。「自分

　森さんは、今回初めて接した目白大学の学生たちを「全体
的に素直」と評しています。「素直でないと仕事では伸びま
せん。単純だけどとても大切なこと」とのこと。常に発言する
雰囲気があり、課題も多く決して楽な講義ではないはずで
すが、途中から学生たちが授業前に自主ゼミを組むようにな
るなど、受講学生の就活への意欲が着実に高まっていった
ことを実感できたそうです。
　春学期の最後まで
出席を続けた学生た
ちからも、「就活まで
に具体的に何をすべき
かが明確になった」（社
会情報学科）、「発表
や発言の機会が多く、
人前で話す実践的な
訓練ができた」（心理カウンセリング学科）といった満足度
の高さを窺わせる感想が聞かれました。初回から講義を見
続けてきた佐藤貴生・キャリアセンターマネジャーも、「最
初の頃に比べると、後半は学生たちの受講姿勢や発言内容
などが飛躍的に成長していて、まるで別人のようです」と、当
初の予想以上の成果を指摘しています。
　この秋学期からは、すでに2期目のカリキュラムが始まっ
ています。最後に、熱血就職塾の受講生はもちろん「これか
ら就活に臨む全ての大学3年生に最も伝えたい」という森さ
んからのメッセージをどうぞ。
　「新卒の就活は日本全国の全ての学生が横一線に並ぶの
で、同一世代の全員に平等にチャンスがある。こういう時期
は、人生の中で他にほとんどありません。だから、大学3年
生からのこの1年間、ぜひ、死に物狂いで頑張ってみてくだ
さい」

厳しい就職戦線に挑む大学3年生へ─

「自己ＰＲは中身と技術の両立を」

「この1年を必死で頑張ってみよう」

「熱血就職塾」で就活力を向上させよう！
秋学期に入り、大学3年生にとっては早くも本格的な就職活動を始める季節を迎えています。キャ
リアセンターでは今年4月から、厳しい就職環境に挑む熱意ある学生たちを対象に、通常の就職
支援講座とは別の就活支援特別プログラム「熱血就職塾」を開講。そこでは、活発に意見を交わ
し、自己表現力を高めようとする学生の積極的な姿が見られました。

の考えをどう表現し、他人から聴いた話をどう消化するか
が、最近の就職面接では重視されています。それに、質問を
受けたらすぐに、かつ的確に答えるという能力も大切です。
これらの力は、繰り返し訓練して慣れることで必ずアップし
ます」
　ただし、「アナウンサー出身として、話し方やプレゼンの
基本的なことは教えますが、就活向けテクニックだけでな
く、学生本人の自分自身に対する“気づき”が生まれるための
きっかけを与えることに重点を置いています。いくらプレゼ
ン技術が向上しても、話の中身に自らの想いが込められて
いなければ、その自己ＰＲは相手の心には届かないからで
す」とも強調。実際、授業中の森さんには、学生の話し方など

の技術面よりも、話す内容についてヒントを与えるような指
導をする場面の方が多く見られます。



　平成18年に新たに開設された看護学部看
護学科。国家試験合格率98.8％（全国平均
89.5％）という高い実績を挙げた第一期生が
今年4月、社会へと巣立ちました。その中の
一人、大村佳代さんは、この春から東京都清
瀬市の東京病院で呼吸器内科の看護師とし
て歩み始めています。
　「まだまだ、看護師の仕事を勉強させても
らっている最中です。患者さんの容体に変化
があれば臨機応変な対応が求められますし、
大変なことは多いです。でも、辞めたいと思っ
たことは一度もありません。患者さんとの触
れ合いや、仕事を教えていただく度に目の当
たりにする先輩方それぞれの看護に対する
考え方など、さまざまな出会いを今はとても
楽しく感じています」

　大村さんが看護師を目指したのは、病院で
のある体験がきっかけでした。
　「たまたま親戚の付き添いで行った病院
で、看護師さんが患者さんの手を引くように
して会計のお手伝いをしていた様子が印象
的でした。とても人間味にあふれた仕事ぶり
に惹かれて、いつしか看護師を目指すように
なりました。母も看護師のため、身近な職業
だったのも大きかったかもしれません」
　大学時代で最も心に残っているのは実習
授業とのこと。看護学科では4年間を通して、
学内でのシミュレーションに加えて病院での
実習を数多く行います。実際に患者さんと触
れ合う中で、技術的な能力だけでなく、人間
性を育み「心の看護」の実践を目指すのです。
　「今でも忘れられないのは、1年次の『人間
関係・コミュニケーション実習』です。患者さ
んとお話をしながら円滑なコミュニケーショ
ンの取り方を学ぶことが目的のため、実生活
のサポートなどはまだできません。それなの
に、家族の写真まで持ってきていただいて『一

　働き始めてからすでに6カ月。現在では毎
日6 ～ 7人ほどの患者さんを担当しています。
仕事の始まりは一日の予定を立てることか
ら。カルテを確認して、患者さんごとの状況や
検査の時間を把握します。
　「それでも、計画通りに行かないことも多い
です。患者さんの状態は常に変化しています
し、検査のあとに体調を崩してしまう方もい
らっしゃいます。さらに、病気や症状だけでな
く年齢や治療の経緯、突然の入院かどうかで
もケアの仕方は大きく変わります。
そのため、常に状況に合わせた
調整が大切です。また、患
者さんによっては食事や
トイレの介助が必要な
ことも。看護師は病気を
治すためのサポート役で
すから、重要な仕事の一
つです」
　新しい環境で力強く歩み
始めた大村さんですが、本学
の先生とは今でも交流が続い
ているといいます。
　「2カ月に一度ぐらい
『元気にやって

初めての実習授業で学んだ
看護師として働くことのうれしさ

今も続く先生方との交流が
自分を磨く心強い支えに
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番お気に入りの写真なんだよ』と話してくだ
さったんです。何もできなかった私のために、
準備までしてきてくださったことに、とても感
激しました」
　また、日々の学びの中にも、看護師として働
く上での礎になっていることは多いそうで
す。「身体や病気などの知識はもちろんです
が、グループワークという形で仲間と一緒に
学習したことがとても良い経験になりまし
た。看護師は協力しあいながら行う仕事が多
いため、チームワークが絶対に欠かせないか
らです」

ますか？』と先生からメールをいただくんで
す。つい最近も、ホームカミングデーに合わせ
て、一期生全員で集まりましょうというお誘い
をいただきました。在学中から国家試験の勉
強のために授業以外に時間を割いていただ
いたり、就職先としてこの東京病院を選ぶと
きにも相談に乗っていただいたり、本当にお
世話になりました。卒業してからも声をかけ
ていただけるのはとてもありがたいです。『ど
こまでいっても見守っていてくださる』という
感じがして、心強く思います」
　看護師になってから「この仕事で良かっ
た」と最も感じるのは、患者さんから「大村さ
ん」と名前で呼ばれた瞬間だそうです。
　「憶えていただくということは、仕事を越え
て人と人として接することができている気が
して、とてもうれしいです。
　将来は、呼吸器系の専門の看護師になりた
いとも思いますし、在学中に取得した保健師
の資格を活かす仕事にも興味があります。そ
のためにも今はスキルを磨いて、一人前の
看護師になれるよう成長して
いきたいです」

人間味に惹かれて目指した看護師
名前を呼ばれて思う「この仕事で良かった」
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